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再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー 

（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
）を
開
催

▼
日
本
銀
行
金
融
機
構
局
金
融
高
度

化
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
一
六
年
六
月

三
十
日
に
、「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

―
事
業
再
生
・
廃
業
支
援
―
」
と
題

す
る
金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
数
は
約
四
六
〇

名
で
し
た
。

▼
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
林
新
一

郎
金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
長
の
開
会

の
挨
拶
に
続
き
、
石
賀
和
義
企
画
役

に
よ
る
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
静
岡
銀
行
・
中
西
勝

則
頭
取
か
ら
は
転
・
廃
業
支
援
に
関

す
る
静
岡
銀
行
の
取
り
組
み
、
福
島

銀
行
・
森
川
英
治
社
長
か
ら
は
倒
産

等
経
験
者
を
対
象
と
し
た
投
資
フ
ァ

ン
ド
（「
福ふ
っ
か
つ活
フ
ァ
ン
ド
」）、
に
関

す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
モ
デ
レ
ー
タ
は
山
口
省
し
ょ
う
ぞ
う藏
副
セ
ン

タ
ー
長
）
で
は
、
地
域
経
済
活
性
化

支
援
機
構
・
廣
瀬
泰
文
執
行
役
員
が

廃
業
支
援
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
に
つ
い

て
説
明
し
た
ほ
か
、
東
京
ベ
イ
信
用

金
庫
・
市
原
裕
彦
地
域
サ
ポ
ー
ト
部

長
が
Ｍ
＆
Ａ
と
経
営
者
保
証
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
事
業
再
生
事
例

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

北
海
道
銀
行
・
佐
々
木
宏
之
融
資
部

債
権
管
理
室
上
席
融
資
役
は
特
定
調

停
を
活
用
し
た
経
営
者
保
証
の
整
理

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

福
島
銀
行
・
佐
藤
俊
彦
執
行
役
員
は
、

経
営
者
に
再
生
・
廃
業
に
踏
み
切
っ

て
も
ら
う
上
で
の
苦
労
等
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

▼
参
加
者
か
ら
は
、「
他
金
融
機
関

の
事
例
紹
介
が
豊
富
で
参
考
に
な
っ

た
」「
経
営
者
の
熱
い
思
い
や
意
気

込
み
に
感
銘
し
た
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
以
上
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
お
よ
び

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
要

旨
・
資
料
は
、
日
銀
Ｈ
Ｐ
の
「
金
融

シ
ス
テ
ム
」
→
「
金
融
高
度
化
セ
ン

タ
ー
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

「
日
銀
夏
休
み
子
ど
も 

特
別
見
学
会
二
〇
一六
」を
開
催

▼
「
日
銀
っ
て
何
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
？
」
そ
の
よ
う
な
お
子
さ
ま
の
好

奇
心
に
お
応
え
す
る
た
め
、
日
本
銀

行
本
店
で
は
、
八
月
一
日
（
月
）
～

五
日
（
金
）
に
「
日
銀
夏
休
み
子
ど

も
特
別
見
学
会
二
〇
一
六
」（
協
力
：

金
融
広
報
中
央
委
員
会
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

▼
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
本
館
や
実
際
に
窓
口
業
務
を
行
っ

福
活
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
語
る
福
島
銀
行
・
森
川

社
長

転
・
廃
業
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
語

る
静
岡
銀
行
・
中
西
頭
取

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

語
る
石
賀
企
画
役
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■今回から、広報誌「にちぎん」の編集に本格的に参画
しました。この編集活動を通じて、最も感じたことは、
日本の中には素晴らしい前向きな可能性がまだまだたく
さんあるということでした。小説家・宮部みゆき氏と黒
田総裁との対談に同席しましたが、お二人が小説を読む
ことの素晴らしさについて目を輝かせて語り合っていた
光景は、多くの読者に是非ともお伝えしたいものでした。
羽生善治棋士へのインタビューでは、人間とコンピュー
ターとの融合の可能性について、大変前向きなお話を聞
かせていただきました。さらに、人気コンテンツである

「地域の底力」では、山形県鶴岡市の豊かな食文化を伝
承し続ける地元の人々の情熱、前向きな探究と行動など
が伝われば嬉しいと思いました。デフレ脱却には、日本
社会にそこはかとなく蔓延している悲観的で後ろ向きな
見方、考え方を、良い意味で楽観的で前向きなものに転
換させるという意味合いもあると思います。広報誌「に
ちぎん」では、今の日本に確実に存在する楽観的で前向
きなモノの見方、考え方をお伝えしていきたい、という
思いをますます強くしています。 （鶴海）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽
支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、
郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、
既刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホームページ上に
掲載していますのでご利用ください。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_n ich ig in/
index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映
しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関
する公式見解等については、日本銀行ホームページ（http://
www.boj.or.jp/）をご覧ください。
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8 月 3 日には黒田総裁がサプライズで登場しました
（撮影：野瀬勝一）

て
い
る
新
館
営
業
場
な
ど
を
見
学
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
体

験
学
習
で
は
、
一
億
円
の
重
さ
を
体

験
し
た
り
、
お
札
の
数
え
方
や
偽
造

防
止
技
術
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
中
学
生
を
対
象
に
、
ご

好
評
に
よ
り
今
回
で
四
回
目
と
な

る
「
金
融
政
策
を
決
め
る
の
は
、
君

だ
！
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
架
空
の
経
済
ニ
ュ
ー

ス
を
も
と
に
景
気
・
物
価
と
そ
れ
を

踏
ま
え
た
金
融
政
策
に
つ
い
て
議
論

し
、
最
後
に
は
、
実
際
の
金
融
政
策

決
定
会
合
と
同
様
に
、
議
長
が
政
策

を
提
案
、
メ
ン
バ
ー
の
多
数
決
で
決

定
し
ま
し
た
。
少
々
難
し
い
課
題
で

し
た
が
、活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
「
金
融
政
策
が
ど
ん

な
風
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
分
か

り
、
勉
強
に
な
っ
た
」「
こ
れ
か
ら

は
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
て
、
景
気
な

ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
っ

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
ち

ら
の
見
学
会
の
次
回
の
開
催
は
、
春

休
み
期
間
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。


